





















 億度、エネルギーは 倍 
  %1にもなることが
知られています。そのことから、原始星フレアは中心星と周囲の降着円盤をつなぐ巨大な磁
気ループで起きるというモデルが提唱されていますが、空間分解した観測のできない原始星
でそれを確かめるには、モデルから予測される:線光度曲線とスペクトルを数値シミュレー
ションによって求める必要があります。
太陽フレアの数値シミュレーションと観測の比較から、フレア時の:線放射には熱伝導と
彩層の蒸発によるプラズマの供給が重要であることが分かっています。本研究ではこの概念
を拡張して、降着円盤の蒸発によるプラズマの供給を考慮した流体数値シミュレーションを
行い、その結果をもとに:線衛星((で観測される:線スペクトルを計算しました。下図
にモデルの概念図と計算した:線スペクトルの例を示します。またシミュレーションから、
フレアの強さによっては降着円盤 
＝原始惑星系円盤のフレアループにつながっている部分
が全て蒸発してしまうことを発見しました。このことは、星や惑星系の形成過程において磁
気フレアが重要な役割を果たしていることを示唆しています。
図  左：中心星と降着円盤をつなぐ磁気ループのフレアの概念図。右：シミュレーション
結果を:線観測衛星((で観測した時に予想されるスペクトル
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